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本が川内市内にある。これらの井戸のうちの 68本は揚水量 300111
3/d以下のものであ る。 日取

水量 1，000111
3以上の井戸は 18本で，そのうち 17本は川内市内にある。

これらの井戸の用途は，水産業用 56本 (41.8%)，工業用 34本 (25.4.9五)， 水道周辺 本 (15.7

%)，農業用 5本 (4%)，残りの 18本 (13.1%)はその他の雑用である。

沖積層を主要帯水層とする井戸のデーターは少ないが， 比湧出量300m
3
/d/m，透水係数 10-

4

m/sのものがみられる。

肥薩火山岩類 (安山岩類および凝灰角磁岩類〉を対象とするものは，一般に掘削深度が 100m以上

であり，自噴するものが多く， 被圧水頭が 6.5mに達するものもある。 比湧出量は 10m
3
/d/mか

ら2，000m3/d/m に達する ものまで変化に富んでいる。透水係数は 10-
4~ 10-6 m/s，貯留係数は

n X (10-1 ~ 10-りである。肥薩火山岩類に掘削された深井戸は，主として裂か水を取水するもの

で，裂かの発達状況のちがいによ って，揚水能力が異なり， )克楽された深井戸も多い。肥薩火山

岩類の分布が広いため 2 裂か水型の地下水開発手法の確立が強く望まれる地域である。

川内川河口 の右岸部に発達する唐浜(砂丘〕には，簡易水道の水源井が布設されてい る。この

水師、井はいわゆる満州井戸(ラジアノレウエノレ〉である。 深度 16m，内径 6mの浅井戸の内側から外

径 89mm，長さ 10.5m の多孔集水管を 1段 30本ずつ 2段(延630m)設置したものである。帯

水層はすべて砂丘砂であり， 水位低下1.53m のとき 2，976m
3/dの揚水が可能である。 透水量係

数は1.1X 10-2 m2/s，透水係数は 1.3X 10-3 m/s，貯留係数は 0.4と求められている。本工法は流

砂しやすい砂丘砂中から多量の取水を行うとき有効であろう。

(猿山光男〕
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12. 鹿児島平野

(1) 地形・地質

鹿児島平野は鹿児島湾αリ名錦江湾〉に面した狭長な沖積平野とし らす台地からなる。
本平野の基盤岩類は，四万十累j菌群の砂岩，粘板岩， 頁岩およびこれらの互層からなり，市街

地の南西部にある山地を構成しp 平野地下では北東部になるにつれて深度を -600~-ïOOln と増

大している。

この上位に，第三紀に噴出した火砕流堆積物が堆積しており， さらに更新世に噴出 した火I.Li岩

類や軽石流積物土佐およびこれに挟まれる地層が数層堆積し， しらす台地の母体を形成している。

沖積層は甲突川や永田川などの川筋としらす台地に食い込んだ樹校状谷に堆積している。

本平野における代表的な地質断面図を図 2-9-58に示した。 しらす類などからなる堆積物上に

砂磯層な どからなる新期の堆積物が不整合での っており，その境界は標高-80mに達している。

この新期堆積物の下半部はおおむね砂磯眉(場所によっては粘土屑〉からなり，上半部は二次じら

すを含む砂層になり， 最上部には氾濫原地積物がのっている。これらの堆積物には，貝殻や腐植

物を含むことがある。
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これら新期の堆積物は本平野における主要な帯水層で‘ある。 下位にある軽石流の溶結部も裂か

7J<を旺胎してお り， 採水の対象となることもある。ただし，深度 70-80m 以浅の井戸がほとん

どで， とくに深度 40-60m の深井戸と深度 10m 以下の浅井戸が多 く，主として新期堆積物中

から揚水されていると思われる。

ー新期堆積物やその下位のil豆石流機積物などには連続性のある難透水層や鍵層が少なく，水文地

質構造の解明を困難にしてお り， 今後の検討が待たれる。
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一図2-9-58 地質推定断面図 (鹿児島県(1)による〉

(断面図位置は図2-9-59参照〉

(2) 地下水

鹿児島市は 1974年 1月に「鹿児島市民の環境をよくする条例」を施行した。これによって，

事業用で吐出口径 40mm以上のものから揚水する井戸または揚水設備は， それ らの規模などを

届出るととも に3 メーターの設置および揚水量の報告が義務づけられた。

表2-9-19 用途別地下水揚水量表(鹿児島市公害対策課(2)より作成〕

Tコ工二と 事業用工業用|建築物用|農業用 |水道用
家庭 用 音，-

本 口径 40mm以上 238 1，103 25 56 61 1，483 

口径 40mm未満 160 1，776 22 7 3，175 5，140 

数 計ー 398 2，879 47 63 3，276 6，623 

日当り平均揚水量 (m3)丙ム1附 00
日当り揚水量割合併)1 19 _I 47 

， 100 丙~r---;' 3 ，OOO lω00  

31 20 1 11 I 

動力を用いて地下水を採取 しているすべての井戸の揚水量は表 2-9-19に示した。これによ る

と，約 6，600本の井戸があり， 日平均 116，000m3，年約 4，200万 ln3の地下水が揚水されている。

47%は建築物用であり，水道用と工業用がそれぞれ約 20% を占める。家庭用は 3，300本と本数



では半数を占めるが，その揚水量割合

は約 10% を占めるにとどまる。農業

用は 47本 (0.7%)で日平均 3，1001113

(3%)を揚水しているにす ぎない。

規模はp 口径 40111111未満の井戸が

5，100本 (78%)， 口径 40m111以上の

井戸が 1，500本 (22%)となっている

〈表2-9-19)。井戸の深度は，約半数が

深度 30m以下の浅井戸である。

深井戸は約半数あり，その透水量係

数は 5.3X 10-5 - 2.7 X 10-2 m2fSのl隔

を有 し，相乗平均値怯 l.5"X10-3 m2fs 

(14試料〉である。貯留係数は 1.1X 10-3 

- 9.2 X 10-2 の幅を有し，平均 2.2X

10-2である。ス トレ ーナー長は最小

12 m，最大 121m で 2 平均 39.3111 

(33 :Jり と比較的長い。

地下水面図を図 2-9-59に示した。

しらす台地下ではJ地下水面は高く ，

しらす台地聞の沖積地や海岸線に向か

つて低くなっており，台地面下からの

第 9:i1詳 九州、凶方の地下水 773 

o 1 2 3km 

図2-9-59 地下水面図(鹿児島県(1)に加筆〕

のしらす崖ドに多数分布している。そのうち， 16カ所〔日取水量51，000111')は水道用水源と して
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利用されている。

長期観測井CおよびEのある天文館通り付近では，標高 1m以下の地下水面凹部がみられる。

地下水頭(位〉変化の代表例は図 2-9-60に示した。降水量は 1978年が 1，726mm， 1979年が

2，187 111m， 1980年が 2，942111111と増加している。
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図2-9-61 鹿児島高校正門脇自記水位計 (B)日最高最低地下水位変イじ凶

(鹿児島市ωによる)

図 2-9-62 塩水化区域経年変化図(鹿児島県(1)による〉

YL 例.恥jく化区域
(Cl-50ppm以上)

(ー/旧海岸線

地下水頭(位〕の季節i変化はおおむね 1- 2月の潟水期と地下水利用の多い 7-9月に低い。

長期観測井Cの地下水位は 1979年の夏期に標高 Om以下ーになっている。

鹿児島高校の観測結果(図2-9-61)は週変化を示しながら季節変化を示しており，かつ，正月
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休み期間中に水位が上昇する。また， 1日1.5-2mの変化を示し，都市型の地下水位変化 が特

徴的にみられる。

トリチウム分析の結果によると，甲突川の河川水は 22.7T.U.，浅層の地下水は 15.4-16.8T. 

U勺深層の地下水は 1つの例外を除いて 1.8-6.5T. U.の範囲にあって，浅j習の地下水は降雨時

から数カ月 -2年程度，深層の地下水は数年-30年程度それぞれ経過していると判断されてい

る(1)。

本平野における塩水化*の過程は 1960年から観測されており，その範囲の変遷は図 2-9-62に

示した。 1960年には甲突川左岸の一部と新川右岸河口付近が塩水化していたが，以後徐々に拡

大し， 1969年には甲突川， 新川および脇田川の左右両岸にまで発生している。1978年の測定に

よると 2 甲突川右岸は最も揚水量が集中しているにかかわらず，あまり塩水化の範囲が内陸側に

延びていない。これは， この範囲に台地部からの地下水流入が多いためであると考えられている。

1980年 7月 14日に測定された地 F水面図(図2-9-59)をみると，甲突川左岸の内陸部には標高

1111以下の部分がみられるのに対し3 右岸部では 1111以上と なっている。

400pp111以下のいくつかの井戸について，地下水位とともに塩素イオン濃度も測定されており，

地下水位が上昇すれば，塩素イオン濃度が減少するものがある一方で，地下水位が上昇するにも

かかわらず塩水化が進行しているものもあり，かなり複雑なプロセスを経ている。塩水が舌状に

f畳入してきているらしい部分もある。

鹿児島県は，上述したようなデーターを用いて，本地域における揚水井の増減に伴う地下水位

の変動や塩水浸入域の予測を行っている。塩水化区域の回復には揚水量を現況の 50%程度まで

減少させる必要があるとしているω。 (猿山光男〉
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13. 吹上浜砂丘

(1) 地形・地質

万之瀬川河口(加世田市〉から大川河口(日吉岡η にかけての 16km聞に，九州ーといわれる吹

上浜砂丘が分布する(図2-9-63)。

砂丘は，最大幅 2.8k111，最高点 47.2111，延長 16kmの横列砂丘である。砂丘の脊後には標高

1-4 m の沖{i~低地，標高 15-50111 程度のしらす台地が発達している。流域は主として四万十

累層群と中新世に貫入した花両岩類からなる山地である。 山地は永吉川， 伊作川および万之瀬川

などによっ て浸食されており，それらの河谷部には旧期の河床砂磯層を覆って，阿多火砕流や入

戸火砕流が堆積している。 火砕流土佐積物は万之瀬川上流部では標高 300111付近まで分布している。

砂丘内は主として松林や雑木林と なっているが，凹地〈低地)は開墾されて，タ バコ， 甘藷，

平 塩素ーイオン濃度 50PP111を超えた地下水を対象としている。


